
『日本語歴史コーパス』に出現した新規

語の『UniDic』への登録について
国立国語研究所 言語変化研究領域

鴻野知暁



発表の流れ

1. UniDic単語登録一般に関わる話（現代語・古
語共通）

–言語単位
–見出し語の階層構造

2. 『日本語歴史コーパス』に出現した新規語の
登録の工夫

3. 『日本語歴史コーパス』に出現した新規語の
登録の実際
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UniDicデータベースの主な用途
• コーパスを機械によって形態素解析するため
の解析用辞書の元となる

• コーパスの形態論情報の人手修正に使用す
る

※コーパスの人手修正の際に、UniDicデータベース
に載っていない語は新規に登録する。
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コーパスからUniDicへの単語登録
• UniDicから語彙表（各語を活用展開した形）を
作成

• コーパスに出現する語は全て語彙表に掲載
されている＝コーパスに出現した語は、全てUniDicに登録する。

• 使用度数、定着の度合い（流行語か否か）、
（一般の辞書で）語釈を載せる必要性がある

かは本質的な問題とはならない。
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こんな語も登録します

子猫/コネコ 縞猫/シマネコ 濡れ猫/ヌレネコ
父猫/チチネコ 和猫/ワネコ 癒し猫/イヤシネコ
雄猫/オスネコ 唐猫/カラネコ 迷い猫/マヨイネコ
黒猫/クロネコ 部屋猫/ヘヤネコ 眠り猫/ネムリネコ
赤猫/アカネコ 美猫/ビネコ 嘗め猫/ナメネコ
茶猫/チャネコ 捨て猫/ステネコ ・・・

6
複合語の各構成要素から複合語全体の意味を推測できるか

どうかは単語登録の基準ではない



ただし・・・

• コーパスの文字列を「語」に分割してUniDicに
登録

• 一語をどのような長さに分割するのかが問題
（言語単位の認定）
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言語単位

• テキストをどのように「語」に区切るか？
自明のことではない。

日本語は英語と違い、分かち書きされないことが多

い。

• 言語単位の設計の必要
• 国語研では２種類の言語単位を設定（伝康晴
ほか（2007））
–短単位／長単位
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短単位・長単位（概要）

• 短単位
形態的側面に着目

「最小単位」を結合して認定

• 長単位
構文的機能に着目

文節内を自立語部分と付属語部分に分割して認定

短単位のレベルでUniDicに登録

意味を持つと考えられ

る最小の単位。

いわゆる「語素」。
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最小単位

• 意味を持つと認められる最小の単位
例）

• 和語：／雲／の／あなた／
• 漢語：／関／白／

–漢字１字＝１最小単位
• 外来語：／瑠璃／

–原語１単語＝１最小単位 梵語の音訳
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短単位

• 最小単位を結合させてつくる
–和語・漢語 ：最小単位を２つまで結合

（結合させなくてもいい）

–外来語 ：１最小単位＝１短単位

（他の最小単位と結合させない）

など

※詳細は小椋ほか（2011）を参照のこと。
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最小単位の分類

分類 例 結合方法

一般

和語 春 花 あはれ 言ふ ２つまで結合可

漢語 関 白 加 持 ２つまで結合可

外来語 阿闍梨 菩薩 瑠璃 結合不可

付属要素

接頭的要素 相 御 結合不可

接尾的要素 難し（がたし） 気（げ） 結合不可

その他

記号 、 ・ 。 「 」 結合不可

数 一 二 十 幾 「数」同士で結合可

固有名・人名 源 貫之 伊勢 結合不可

地名 大和 土佐 結合不可

助詞・助動詞 の を ぞ る らる 結合不可

「結合不可」・・・１最小単位＝１短単位12



短単位の例
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語例 最小単位 短単位

赤色（あかいろ）

赤紫色

朱色（しゅいろ）

黄土色

オレンジ色

 「～色」
語種と最小単位の構成によって、短単位での

分割が決まることに注意。



短単位の例
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語例 最小単位 短単位

赤色（あかいろ） 赤[和]／色
赤紫色 赤[和]／紫[和]／色
朱色（しゅいろ） 朱[漢]／色
黄土色 黄[漢]／土[漢]／色
オレンジ色 オレンジ[外]／色

 「～色」
語種と最小単位の構成によって、短単位での

分割が決まることに注意。



短単位の例
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語例 最小単位 短単位

赤色（あかいろ） 赤[和]／色 赤色[和]
赤紫色 赤[和]／紫[和]／色 赤紫[和]｜色
朱色（しゅいろ） 朱[漢]／色 朱色[混]
黄土色 黄[漢]／土[漢]／色 黄土[漢]｜色
オレンジ色 オレンジ[外]／色 オレンジ[外]｜色

 「～色」
語種と最小単位の構成によって、短単位での

分割が決まることに注意。



短単位の例
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短単位

赤色[和]
赤紫[和]｜色
朱色[混]
黄土[漢]｜色
オレンジ[外]｜色

UniDicデータベース
に登録される語

赤色

赤紫

色

朱色

黄土

オレンジ



短単位の要注意例

• 通常の辞書と単語の切れ目が異なることがある
煙草盆（タバコボン）
「タバコ」は外来語（ポルトガル語）。

→外来語は他の最小単位と結合できない。
→短単位：「煙草｜盆」
 中納言（チュウナゴン）
漢語。最小単位の切れ目は「中／納／言」

→短単位は最小単位を２つまでしか結合させない
→短単位：「中｜納言」
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見出し語の階層構造

• ある語（短単位）と別の語とが、同じ見出しを持
つか否かの判別

＝語を見出しによってまとめあげる

• 異表記・異形態の扱い
「ほととぎす」「郭公」「時鳥」
異表記だが同じ語と見なしたい

「やはり」「やっぱり」「やっぱし」「やっぱ」
異形態のグループであるという情報がほしい
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見出し語の階層構造

語彙素 語形

書字形

発音形

代表となる

辞書見出し

語形の変異を

区別

表記の違いを

区別

発音の揺れを

区別
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「イズコ(何処)」の階層構造
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イズコ(何処)
イズコ

いずこ

いづこ

【語彙素】

【語形】

【書字形】

何処

何處

イズク

いずく

いづく

【語形】

【書字形】
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古典語の語彙の拡充

• 国語研では『日本語歴史コーパス』を構築中
• 上代（奈良時代）～近代（明治・大正）の広範
な時代の資料のコーパスを作成

• 現代語用のUniDicに古典語の見出しを追加
して、辞書データを拡充（小木曽・小町・松本

（2013） ）
• 特定の年代でしか使用しない見出し語が含ま
れる ※古語、現代語が一緒くたに
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問題点

①形態素解析辞書の機械学習の時間が増大

CHJ平安時代編（約70万語）でさえ9時間以上
※MeCab 0.993を使用

②辞書サイズが増大

辞書を公開・配布する際に不便

→形態素解析に使う見出し語を、各時代ごとに
制限する必要
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解決法

• 「その語がいかなる時代の資料で使用される
か」という時代情報をUniDicの見出し語に付
与（鴻野・小木曽（2014））
–時代情報：

• どの時代から使われるか（開始時代）
• どの時代まで使われるか（終了時代）

→「上代・中古・中世・近世・近代・現代」の値を入力
例）【開始時代：上代 終了時代：中古】

⇒この語は上代～中古資料の解析に使用される

–語彙素、語形、書字形の各レベルに時代情報を
付与
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「イズコ(何処)」
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イズコ(何処)
イズコ

いずこ

いづこ

【語彙素】

【語形】

【書字形】

イズク
いずく

いづく

【語形】

【書字形】



「イズコ(何処)」の時代情報

27

上代 現代

中古 現代

近代 現代

中古 近代

上代 近代

イズコ(何処)
【語彙素】

イズコ

【語形】

【書字形】

いずこ

いづこ

近代 現代

イズク

【書字形】

いずく

いづく

【語形】

上代 現代



「イズコ(何処)」の時代情報
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イズコ(何処)
【語彙素】

イズコ

【語形】

【書字形】

いずこ

いづこ

イズク

【書字形】

いずく

いづく

【語形】

開始：上代 終了：現代

開始：中古 終了：現代

開始：近代 終了：現代

開始：中古 終了：近代

開始：上代 終了：現代

開始：近代 終了：現代

開始：上代 終了：近代



時代情報付与の効果（１）

• 各時代の見出し語数
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時代 語彙素 語形 書字形

活用展開語

の書字形

全語彙
240,459 270,356 448,532 1,479,585

上代
180,428 187,871 280,421 692,061

中古
183,161 191,391 286,617 715,320

中世
186,357 195,317 296,935 748,205

近世
188,666 212,063 339,505 1,373,684

近代
202,492 229,672 349,964 1,401,782

現代
221,322 237,365 327,670 909,864

※2015年6月時点。時代情報を付与していな
い語は全時代で使用可能として扱った。



時代情報付与の効果（２）

• 形態素解析辞書の辞書サイズの縮小
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配布用ソース辞書(Lex.csv)
全語彙 315MB
中古語彙に制限 145MB
中世・近世語彙（狂言解析

用）に制限

294MB
(Mecab 0.993を使用)



時代情報付与の効果（３）

31

• 学習時間※の削減

577分(全語彙使用)

142分 (中古語彙のみ使用)
75%短縮

※中古和文コーパス約73万語の
解析にかかる時間



時代情報付与の今後

①人手修正済みのコーパス、

『日本国語大辞典』の用例を参照して

時代情報入力

②形態素解析辞書を時代別に改良

③新たなコーパスの作成

④新規コーパスの情報（用例）を参照、

時代情報を再修正
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日本語歴史コーパス・UniDicの公開
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公開日時 公開内容

2014/3/31
平安時代編コーパス

近代文語UniDic Ver.1.4
中古和文UniDic Ver.1.4 

2015/3/31 室町時代編Ⅰ狂言コーパス

2016/3/30 明治・大正編Ⅰ雑誌コーパス

2016/3/30 鎌倉時代編Ⅰ説話・随筆コーパス

公開予定
鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行コーパス

作成中
奈良時代編（万葉集）コーパス



各時代の新規語登録
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• 中古語彙、近代語彙がひとおおり入った状態
から、各時代の語彙を登録

• 各時代の資料について、どれくらい新規語を
登録する必要があるか？

– 室町Ⅰ（狂言）：虎明本狂言集
– 鎌倉Ⅰ（説話・随筆）：今昔物語集、宇治拾遺、十訓
抄、方丈記、徒然草

– 鎌倉Ⅱ（日記・紀行）：海道記、建礼門院右京大夫集、
東関紀行、十六夜日記、とはずがたり

– 奈良：万葉集



室町時代編Ⅰ（狂言） 新規登録語

• 新規書字形の登録が多い（虎明本狂言集の底本の表記に
あまり手を加えていないため）

• 新規の動詞活用型の登録がある
36

登録語数 語例

新規語彙素 1449

しも（助動詞）、おりゃる（「いる」などの敬

語）、おりない（「ない」の敬語）

新規異語形

449

オシユ（語彙素「教える」）、マラス（語彙素

「参らせる」）

新規異表記

（新規書字形）

4010

いれひ（違例）、両がん（両眼）

ざい京、ざいきやう（在京）

はるい（悪い）、はつぱ（わっぱ）

コーパスサイズ：約23.5万短単位



鎌倉時代編Ⅰ（説話・随筆） 新規登録語

• 固有名詞（人名・地名）の登録が多い（556語）
• 今昔物語集特有の表記がある

37

登録語数 語例

新規語彙素 2206

ごぶごぶ（オノマトペ）、しゃ頭（シャカシラ）、

ツバキザキ（地名）

新規異語形
631ナンダ（語彙素「涙」）

新規異表記

（新規書字形）

2359

物可咲し（物をかし）、閑まる（静まる）、木

人（木こり）

コーパスサイズ：約71万短単位。内、今昔が50万くらい



鎌倉時代編Ⅱ（日記・紀行） 新規登録語

• 『海道記』（1.8万語）からの新規登録が多い（413語彙素）
• 『海道記』を除けば新規登録語が少なめ。（中古～中世の語をひと
とおり入れた後のタイミングのため。コーパスサイズも小さめ）
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登録語数 語例

新規語彙素 743

又寝（マタネ）、御寝る（オヨル）、寒嵐（カ

ンラン）

新規異語形
156リョウビ（語彙素「竜尾」）

新規異表記

（新規書字形）

321雑はる（交はる）

コーパスサイズ：約11万短単位



奈良時代編（万葉集） 新規登録語

• 地名の語彙素登録が多め（254語）
• 異語形として上代東国方言が認められる（62語）
• 表記が整っている訓読文を対象としているため、書字形の登録は
少ない

39

登録語数 語例

新規語彙素 1535

よ（格助詞）、安見知し（ヤスミシシ、枕詞）、

まそ鏡、もとな（副詞）

新規異語形

311

ヌク（語彙素「脱ぐ」）ムザサビ（語彙素「む

ささび」）、モ（助動詞「ム」の東国方言）

新規異表記

（新規書字形）

553

コーパスサイズ：約10万短単位



新規語登録の作業を通して

• コーパスのサイズが大きく、既存のコーパスと異質
な資料ほど新規語が多い

• 同質の資料なら、初めは新規登録が多いがだんだ
ん頭打ちになる

→サイズの大きさよりも資料の質（時代、方言、文
体）の方が大きな要因。

• 原文の表記をどれくらい修正しているか（仮名遣い
をそろえるか、漢字を当てるか）で書字形登録の数

が全く違う
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まとめ

1. UniDic単語登録一般に関わる話
– 言語単位
→短単位という基準の明確な単位でUniDicに登録
– 見出し語の階層構造
→語彙素・語形・書字形・発音形という４つのレベルで管理

2. 『日本語歴史コーパス』に出現した新規語の登録の
工夫

→時代情報を付与。各時代コーパスの解析に使う語を制限
3. 『日本語歴史コーパス』に出現した新規語の登録の
実際

→新しい性質の資料を作ると新規語登録が多い。校訂の方
針も語登録に影響。
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付記

本研究は国立国語研究所の共同研究プロジェ

クト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新

展開」の研究成果を報告したものである。
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